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令和4年2月定例会報告号

令和4年6月定例会の会期予定は6月17日（金）から7月7日（木）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。

議決の概要
●知事提出議案 ●議員提出議案

●�埼玉県ひきこもり支援に関する条例（8面）
●�死亡ひき逃げ事件における公訴時効撤廃
に向けた法整備等を求める意見書

●�労働者災害補償保険の給付の迅速化を求
める意見書

●�ロシアによるウクライナへの侵攻に対す
る抗議決議

など14件を可決

●�令和4年度埼玉県一般会計予算（5面）
●��埼玉県職員定数条例の一部を改正する条例
●��知事の期末手当の特例に関する条例の一
部を改正する条例
●��埼玉県特別県営住宅条例の一部を改正す
る条例

など81件を可決、そのほか8件に同意

◆議長あいさつ
◆2月定例会の動き
◆議決の概要

2・3 面
◆代表質問・一般質問

4・5 面
◆予算特別委員会
　◆主な質疑と答弁
　◆�令和4年度一般会計予算
の概要

6・7 面
◆委員会リポート
◆意見書・決議
◆主要会派から

8 面
◆�「埼玉県ひきこもり支援に
関する条例」を可決

◆新たな委員会構成
◆�県議会公式Twitterを
　開設しました
◆県議会クイズ

埼玉県立浦和第一女子高等学校 3年
今井 理緒 様

右記のQRコードを読み込み、アプリ「COCOAR」をダウンロードして、上の写真にスマート
フォンをかざすと、フォトコンテストの他の入賞作品をご覧になれます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。iPhoneはApple Inc.の商標または登録商標です。
AndroidはGoogle Inc.の商標または登録商標です。

プレゼント付き！

主 な 内 容
1 面

題字

第
１
２
６
代
埼
玉
県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
中
屋
敷
慎
一
で
す
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
埼
玉
県
議
会
の
議
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社
会
生
活
や
経
済
に
打
撃
を
与

え
、
私
た
ち
を
大
き
な
不
安
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

が
続
く
中
、
傷
つ
い
た
経
済
を
早
期
に
回
復
さ
せ
、
県
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
Ａ
Ｉ
や
５

Ｇ
な
ど
の
技
術
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進
し
、
本
県
の
経
済
を
強
固
な

も
の
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
新
た
な
「
埼
玉
県
５
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
県
議
会
が
、
監
視
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
、

し
っ
か
り
と
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
社
会
状
況
に
即
し
た
政
策
を
的
確

に
提
言
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
県
民
の
負
託
を
受
け
た
県
議
会
の
責
務
だ
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
県
議
会
に
対
す
る
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県議会議長

中屋敷慎一

埼玉県議会副議長

武内政文

議
長
あ
い
さ
つ

iPhone用 Android用

県議会マスコット
「ポッポ」

2月17日（木）から3月25日（金）までの
37日間にわたり開かれました。

知事提出議案について、知事から提案説明が行わ
れました。

2月17日 開会日

２ 月 定 例 会 の 動 き

第17回埼玉県議会フォトコンテスト　議長賞「大満足な笑顔」
撮影者：滝瀬 初男 様　　撮影場所：北本市 高尾

表紙
写真

代表質問では会派を代表して4人の議員が、一般
質問では9人の議員が質疑・質問を行い、活発な
論議がなされました。� （2・3面）

2月24日・25日 代表質問

2月28日～3月3日 一般質問

2月24日・3月4日・7日 常任委員会
補正予算・条例などの議案の審査などが行われま
した。� （6面）

3月7日・8日 特別委員会
付託案件の審査が行われました。
※予算特別委員会を除く� （6面）

3月9日～11日・14日・
15日・17日・22日 予算特別委員会

当初予算案などについて、集中的な審査が行われ
ました。� （4・5面）

2月28日・3月8日・
24日 委員長報告

3月25日 閉会日
各委員会の委員長報告を受けて採決が行われまし
た。また、正副議長の退任に伴い、選挙により新
たな正副議長が選出されました。
なお、2月24日、3月7日には知事追加提出議案に
ついて、知事から提案説明などが行われました。
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2月24日（木曜日）

2月24日、25日の代表質問
では、会派を代表して4人の
議員が質疑質問を行いました。

令
和
３
年
３
月
、
県
内
交
通

の
在
り
方
や
課
題
を
整
理
す

る
た
め
立
ち
上
げ
た
「
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
検
討
会
議
」
の
報

告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
埼
玉
高
速
鉄
道
線
延
伸
の

課
題
解
決
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
と
熱
意
を
伺
う
。
ま
た
、
他

の
４
路
線（
※
2
）に
つ
い
て
も
令

和
４
年
度
の
目
標
を
伺
う
。

埼
玉
高
速
鉄
道
線
は
、
さ
い

た
ま
市
長
が
示
し
た
令
和
５

年
度
中
に
鉄
道
事
業
者
に
要
請
す

る
と
し
た
延
伸
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

予
定
ど
お
り
実
現
さ
せ
る
べ
く
市

と
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
全
力
で
推

進
し
て
い
く
。
他
の
路
線
は
、
進

捗
に
応
じ
た
調
査
を
実
施
し
、

Ｂビ
ー
バ
イ
シ
ー

／
Ｃ（
※
３
）の
向
上
や
延
伸
ル

ー
ト
の
絞
り
込
み
に
取
り
組
む
。

小島信昭
（自民）

岡　重夫
（県民）

2月25日（金曜日）

田並尚明
（民主フォーラム）

西山淳次
（公明）本会議の様子

代表質問・一般質
問の質疑質問・答
弁の全文は右のＱ
Ｒコードからご覧
になれます。

ホームページで
ご覧になれます

Ｄ
Ｘ
推
進
会
議
を
定
期
的
に

開
催
し
、
全
職
員
が
わ
が
事

と
し
て
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
る
意
識

や
知
識
を
持
て
る
よ
う
に
す
べ
き
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
は
日
進

月
歩
。
最
新
の
知
識
を
持
つ
人
材

を
外
部
か
ら
招
へ
い
す
べ
き
。
さ

ら
に
、
広
聴
・
広
報
に
努
め
、
県

民
一
体
と
な
っ
た
事
業
展
開
を
図

る
べ
き
。
所
見
を
伺
う
。

効
果
的
な
推
進
会
議
の
実
施

は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
意
識
向

上
を
常
に
念
頭
に
置
き
取
り
組
む
。

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
に
は
専
門
性
の
高
い

知
見
が
必
要
。
段
階
に
応
じ
最
適

な
専
門
家
に
最
適
な
形
で
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
広
報

機
会
を
通
じ
周
知
し
、
県
民
ニ
ー

ズ
・
意
見
を
把
握
し
、
県
民
一
体

と
な
っ
た
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

県
税
収
入
は
増
え
た
が
、
実

質
的
な
地
方
交
付
税（
※
5
）は
減

り
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
収
支
を

合
わ
せ
た
。
感
染
対
策
の
歳
出
圧

力
が
高
ま
れ
ば
収
支
バ
ラ
ン
ス
維

持
も
難
し
く
な
る
。
コ
ロ
ナ
対
策

と
地
域
経
済
活
性
化
の
両
立
を
見

据
え
、
ど
う
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
予
算
編
成
し
た
の
か
伺
う
。

予
算
編
成
で
は
感
染
拡
大
防

止
と
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
地
域

経
済
回
復
・
成
長
の
両
立
を
意
識

し
、
国
庫
補
助
金
を
で
き
る
限
り

活
用
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自
財

源
の
基
金
も
フ
ル
活
用
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
の
財
源
は
、
本
来
国
が

全
額
措
置
す
べ
き
。
他
事
業
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
必
要
な
財
源
を

国
に
強
く
求
め
て
い
く
。

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
新

球
場
は
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
と
し

て
オ
ー
プ
ン
予
定
。
民
の
力
を
借

り
一
度
は
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。

翻
っ
て
知
事
が
描
く
大
宮
ス
ー
パ

ー
・
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
は
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
か
。
民
の
力
を
生
か
す
に

は
、
都
市
公
園
法
の
収
益
活
動
制

限
を
外
す
特
区
申
請
の
可
能
性
も

あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

「
試
合
が
あ
る
日
も
な
い
日

も
楽
し
め
る
公
園
」
を
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
大
宮
公
園
競
技
施
設
エ

リ
ア
に
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
の
空

間
を
生
み
出
す
。
氷
川
の
杜
の
自

然
や
歴
史
な
ど
に
も
配
慮
し
て
い

く
。
構
想
を
魅
力
的
に
す
る
に
は

民
間
の
資
金
導
入
と
自
由
な
発
想

が
重
要
。
特
区
申
請
が
必
要
で
あ

れ
ば
柔
軟
に
活
用
を
検
討
す
る
。

「
あ
と
数
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
※
1
）に
つ
い
て

代表質問

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会

計
当
初
予
算
案
に
つ
い
て

感
染
対
策
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
両
立

代表質問

一般質問

大
宮
ス
ー
パ
ー・ボ
ー
ル

パ
ー
ク
構
想（
※
6
）に
つ

い
て

一般質問

自
動
運
転
時
代
を
見
据
え

た
道
路
行
政
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
、
自
動
運
転
は

レ
ベ
ル
４
に
な
り
高
速
道
路

で
の
自
動
運
転
が
実
現
。
そ
の
先

の
レ
ベ
ル
５
で
は
市
中
で
の
自
動

運
転
が
実
現
す
る
。
道
路
の
重
要

性
は
高
ま
る
が
、
支
障
と
な
る
の

が
道
路
環
境
。
本
県
は
混
雑
地
点

が
多
く
混
雑
時
の
走
行
ス
ピ
ー
ド

も
遅
い
。
自
動
運
転
社
会
を
迎
え

撃
つ
道
路
整
備
の
考
え
方
を
伺
う
。

自
動
運
転
は
社
会
課
題
の
解

決
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
街
中
で
は
ゆ
と
り
あ
る
道

路
空
間
を
創
出
し
、
途
中
で
途
切

れ
て
い
る
道
路
の
解
消
等
に
取
り

組
む
。
令
和
３
年
に
車
両
の
位
置

を
特
定
す
る
磁
気
マ
ー
カ
ー
を
道

路
に
設
置
で
き
る
条
例
改
正
を
し

た
。
新
た
な
道
路
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
ら
れ
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

まちづくり

代表質問

知事の県政運営方針

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

海
外
で
は
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ

ッ
ト（
※
7
）が
第
２
の
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
農
林
業
分
野
で
も
、
ラ

イ
麦
の
炭
素
貯
留
効
果（
※
８
）や

森
林
吸
収
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

を
売
っ
て
収
入
に
す
る
例
が
あ
る
。

本
県
に
お
い
て
も
新
た
な
脱
炭
素

の
研
究
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
所
見
を
伺
う
。

国
で
は
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
※
10
）を
新

た
に
定
め
、
生
産
現
場
へ
の
拡
大

と
都
道
府
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。
国
際
水
準

Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
改
訂
は
生
産
者
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
伺

う
。
ま
た
不
利
な
立
場
に
あ
る
生

産
者
へ
の
特
別
な
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

令
和
４
年
度
か
ら
、
稲
収
穫

後
の
農
地
で
の
炭
素
貯
留
効

果
の
研
究
や
本
県
の
い
ち
ご
品
種

「
べ
に
た
ま
」
の
暖
房
用
燃
料
消

費
を
抑
え
る
研
究
な
ど
、
脱
炭
素

化
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
む
。

国
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
も
つ

な
が
る
、
本
県
農
業
に
適
し
た
脱

炭
素
化
を
進
め
て
い
く
。

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組

み
の
多
さ
に
生
産
者
が
抵
抗

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
を
消
費
者
等

に
訴
求
で
き
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ

る
経
営
改
善
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。

県
は
産
地
単
位
の
集
団
で
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
が
、
個
別

に
取
り
組
み
た
い
生
産
者
に
は
、

伴
走
型
の
支
援
を
継
続
す
る
。

農
業
分
野
で
の
脱
炭
素
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

代表質問

農業

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

国
際
社
会
は
２
０
５
０
年
ま

で
に
世
界
の
脱
炭
素
化
を
目

指
す
。
そ
れ
に
は
２
０
３
０
年
ま

で
の
10
年
間
が
決
定
的
に
重
要
。

国
は
２
０
３
０
年
の
目
標
を
２
０

１
３
年
比
46
％
以
上
削
減
と
掲
げ

る
。
現
在
見
直
し
を
行
う
県
の
目

標
も
46
％
以
上
と
考
え
て
よ
い
か
。

ま
た
、
ど
ん
な
新
た
な
対
策
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

46
％
の
目
標
達
成
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
つ
か
さ
ど
る

国
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
考

え
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、
削
減

対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
面
な
ど
あ
ら
ゆ

る
視
点
で
検
討
し
、
新
た
な
目
標

を
46
％
以
上
と
し
た
い
。
ま
ち
づ

く
り
・
Ｄ
Ｘ
・
脱
炭
素
を
三
位
一

体
で
進
め
る
施
策
も
検
討
す
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

代表質問

環境

Ａ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｄ
Ｘ（
※
４
）の
推
進
に
つ

い
て

代表質問

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

で
事
業
者
や
消
費
者
に
影
響

が
広
が
っ
て
い
る
。
対
策
会
議
を

設
置
し
、
農
業
、
交
通
、
福
祉
な

ど
影
響
を
受
け
る
事
業
者
へ
の
支

援
を
検
討
す
る
な
ど
、
早
急
な
対

策
を
行
う
べ
き
。
公
共
工
事
で
は

資
機
材
高
騰
や
輸
送
コ
ス
ト
上
昇

に
対
応
す
る
た
め
ス
ラ
イ
ド
条
項

（
※
11
）の
適
用
を
活
用
す
べ
き
。

令
和
３
年
12
月
、
経
営
安
定

資
金（
※
12
）の
対
象
を
全
業

種
に
し
、
緊
急
融
資
枠
１
０
０
億

円
を
設
け
た
。
令
和
４
年
度
も
継

続
す
る
。
関
係
部
局
が
情
報
共
有

す
る
体
制
を
敷
き
、
迅
速
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
の

制
度
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
今
後

も
よ
り
申
請
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

産業

Ａ Ｑ 一般質問

原
油・原
材
料
価
格
高
騰

対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
観
光
業
界

は
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
危
機

的
な
経
営
を
強
い
ら
れ
る
事
業
者

が
増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人

々
の
旅
行
形
態
や
志
向
が
変
化
し
、

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
も
収
益
を
以

前
の
水
準
ま
で
回
復
さ
せ
る
の
は

難
し
い
と
聞
く
。
県
と
し
て
疲
弊

し
た
観
光
事
業
者
が
希
望
を
見
出

せ
る
よ
う
な
支
援
を
す
べ
き
。

即
効
性
の
高
い
観
光
振
興
策

の
感
染
状
況
に
応
じ
た
実
施

が
急
務
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
県

内
宿
泊
・
観
光
客
９
万
人
が
利
用

し
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
10
万
人
分
追

加
し
、
旅
行
代
金
の
50
％
を
割
り

引
く
新
た
な
観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
準
備
し
て
い
る
。
事
業
者

と
意
見
交
換
し
、
オ
ー
ル
埼
玉
で

観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

観光

Ａ Ｑ 一般質問

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
県
の

魅
力
発
信
と
観
光
振
興

観
光
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

インフラ

Ａ Ｑ

一般質問

Ｓエ
ス

――

Ｇギ
ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ（
※
９
）の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
国
際
水
準

の
農
業
推
進
に
つ
い
て
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2月2８日から3月3日の一
般質問では、9人の議員が質
疑・質問を行いました。

2月28日（月曜日）

並木正年
（県民）

荒木裕介
（自民）

髙木真理
（民主フォーラム）

3月1日（火曜日）

塩野正行
（公明）

渡辺　大
（自民）

飯塚俊彦
（自民）

3月3日
（木曜日）

高橋政雄
（自民）

3月2日（水曜日）

松坂喜浩
（県民）

松澤　正
（自民）

本
県
の
自
殺
者
数
は
毎
年
千

人
を
超
え
依
然
深
刻
だ
。
身

近
な
人
の
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
付

き
、
話
を
受
け
止
め
、
必
要
に
応

じ
て
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
が
必
要
だ
が
、
調
査
で

は
86
％
の
県
民
が
そ
の
存
在
を
知

ら
な
い
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
の
現
状
と
、
今
後
の
更
な
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
45
市
町
村
が
行
政
職
員
、

教
員
な
ど
を
対
象
に
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

市
町
村
で
は
住
民
理
解
の
課
題
以

外
に
、
養
成
後
の
活
動
支
援
、
研

修
内
容
充
実
、
講
師
確
保
と
い
っ

た
課
題
を
持
つ
。
県
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
制
度
を
周
知
し
、

県
内
外
の
好
事
例
を
市
町
村
と
共

有
し
、
課
題
解
消
に
取
り
組
む
。

ふ
じ
み
野
市
の
住
宅
で
訪
問

医
療
の
医
師
が
散
弾
銃
で
殺

害
さ
れ
る
衝
撃
的
な
事
件
が
発
生

し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
訪
問
医
療

や
訪
問
介
護
に
伴
う
リ
ス
ク
を
再

認
識
し
、対
策
に
取
り
組
む
べ
き
。

専
用
相
談
窓
口
の
設
置
や
研
修
の

充
実
、
警
察
等
と
の
連
携
な
ど
の

対
策
を
検
討
し
、
実
行
に
移
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

常
軌
を
逸
し
た
想
定
外
の
出

来
事
だ
が
、
今
後
も
あ
る
と

い
う
前
提
で
対
策
す
る
必
要
が
あ

る
。
事
件
後
す
ぐ
に
医
療
機
関
に

国
の
通
知
等
を
周
知
し
た
。
今
後

警
察
の
協
力
も
得
な
が
ら
研
修
会

を
実
施
し
、
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て

仕
事
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
対
策

を
早
急
に
検
討
し
実
行
を
す
る
。

発
達
障
害
は
「
早
め
の
気
付

き
が
よ
り
良
い
支
援
の
第
一

歩
」。
気
付
き
を
支
援
に
つ
な
げ

る
相
談
・
支
援
体
制
が
幼
少
期
か

ら
求
め
ら
れ
る
。
県
内
全
て
の
保

健
セ
ン
タ
ー
で
発
達
障
害
を
早
期

発
見
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

つ
な
が
る
方
策
の
充
実
が
必
要
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
教
員
等
に
気
付
き
の
研
修

を
行
い
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
検
査
ツ
ー
ル
活

用
を
促
し
、
保
健
師
が
技
法
を
学

ぶ
た
め
の
実
践
的
な
研
修
も
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
県
内
の
対
応

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、早
期
発
見
、

相
談
、
療
育
の
場
面
ご
と
に
学
べ

る
研
修
動
画
作
成
に
着
手
す
る
。

保健・医療教育

改
正
民
法
に
よ
る
成
年
年
齢

の
引
き
下
げ
で
、
18
歳
か
ら

親
の
同
意
な
く
契
約
を
結
べ
、
契

約
上
の
権
利
と
義
務
が
発
生
す
る
。

消
費
者
問
題
を
は
じ
め
制
度
改
正

に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
変
わ
る
こ
と

と
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
自
分
自
身

へ
の
影
響
を
学
校
で
教
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

家
庭
科
・
公
民
科
の
学
習
指

導
要
領
が
18
歳
成
人
を
見
据

え
改
訂
さ
れ
、
各
高
校
で
は
成
年

年
齢
引
き
下
げ
の
留
意
点
等
を
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
消
費
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
指
導
事
例
集
を

作
り
、
学
校
で
の
活
用
を
促
す
。

一般質問

18
歳
成
人
を
迎
え
る
生
徒

へ
の
教
育
に
つ
い
て

Ａ Ｑ

文
化
・
芸
術
は
最
重
要
。
い

ち
早
く
取
り
組
む
べ
き
は
郷

土
芸
術
家
を
育
て
る
こ
と
。
県
立

近
代
美
術
館
は
す
ば
ら
し
い
絵
画

を
収
蔵
し
企
画
展
に
力
を
入
れ
て

い
る
が
、
公
立
美
術
館
の
使
命
と

し
て
、
郷
土
芸
術
家
育
成
に
つ
な

が
る
企
画
、
子
供
た
ち
へ
の
教
育

普
及
を
さ
ら
に
積
極
的
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

文
化
・
芸
術
は
人
々
の
心
に

潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
、

郷
土
芸
術
家
育
成
は
大
変
に
意
義

が
あ
る
。
近
代
美
術
館
で
は
、
本

県
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹

介
す
る
展
覧
会
な
ど
で
若
手
芸
術

家
等
を
支
援
。
将
来
の
芸
術
家
を

育
て
る
観
点
か
ら
、
学
校
へ
の
芸

術
家
派
遣
等
で
子
供
た
ち
の
文
化

芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く
。

Ａ Ｑ 一般質問

郷
土
芸
術
家
の
育
成
に
つ

な
が
る
美
術
館

一般質問

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

自
殺
防
止
対
策

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て

代表質問

訪
問
医
療
、訪
問
介
護
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

代表質問

２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
齢

者
介
護・医
療
体
制
に
つ
い
て

認
知
症
の
家
族
を
守
る
た
め
の
体
制
強
化
を

代表質問

一般質問

発
達
障
害
児（
者
）へ
の
支

援
に
つ
い
て

一般質問

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
対
策

東
京
都
と
の
具
体
的
な
輸
送

区
間
に
つ
い
て

巨
大
地
震
の
リ
ス
ク
は
年
々

高
ま
り
、
公
共
交
通
機
関
が

断
た
れ
た
場
合
の
帰
宅
困
難
者
対

策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
代
替
輸
送
と
し
て
の
バ
ス

の
具
体
的
な
輸
送
区
間
は
定
め
ら

れ
て
い
な
い
。
東
京
都
と
具
体
的

な
バ
ス
輸
送
区
間
を
定
め
る
な
ど
、

今
で
き
る
こ
と
を
や
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

災
害
時
は
一
斉
帰
宅
抑
制
が

原
則
で
発
災
後
４
日
目
か
ら

順
次
帰
宅
と
な
る
。
被
災
状
況
等

が
予
測
で
き
ず
輸
送
区
間
想
定
は

困
難
だ
が
、
東
京
都
と
避
難
行
動

要
支
援
者
の
バ
ス
輸
送
訓
練
を
毎

年
実
施
し
、
柔
軟
で
迅
速
な
対
応

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の

交
通
手
段
等
の
情
報
を
迅
速
に
伝

え
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
む
。

災害対策

Ａ Ｑ

※１　あと数マイルプロジェクト
　　�　将来の人口・需要や新たな技術
の動向等を十分に把握した上で、
公共交通および道路網のさらなる
利便性向上策について、これまで
の経緯等も踏まえつつ検討し、限
られた予算の中で、県境路線を含
めた効果の高い部分について、重
点的に整備を進めるもの。

※２　他の4路線
　　�　「あと数マイルプロジェクト」
において延伸を計画している鉄道
のうち、「埼玉高速鉄道線（地下鉄
7号線）」を除いた「東京12号線
（大江戸線）」、「東京8号線」、「日
暮里・舎人ライナー」、「多摩都市
モノレール」の4路線を差す。

※３　Ｂ/C（ビーバイシー）
　　�　費用対効果。費やした費用に対
してどのくらいの効果が得られる
かを表す概念。

※４　�ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）

　　�　最新のデジタル技術を使って生
活スタイルや働き方、事業などを
変革すること。

※５　実質的な地方交付税
　　�　地方交付税の総額に臨時財政対
策債を加えたもの。臨時財政対策
債とは、国から地方交付税として
交付されるべき額の不足分を県が
代わりに借り入れるもので、元利
償還金相当額は後年度の地方交付
税で全額措置される。

※６　�大宮スーパー・ボールパーク構想
　　�　大宮公園にある3つの競技施設
（野球場、サッカー場、双輪場）を
活用し、歴史ある大宮公園をより
魅力ある公園としていく再整備計
画のこと。

※７　カーボンクレジット
　　�　省エネルギー機器の導入などに
よって生まれるCO2などの温室効

果ガスの削減量、吸収量を「クレ
ジット」として発行し、企業間な
どで売買できるようにする仕組
み。ＣＯ2排出量の実質ゼロを目
指す企業が増えることで需要が増
加している。

※８　炭素貯留効果
　　�　大気中のCO2を吸収した有機物
を土壌に投入すると、含まれる炭
素の一部は分解されにくい腐食物
質になり土壌に蓄積される。結
果、大気中のCO2が削減される効
果のこと。

※９　S-GAP
　　�　埼玉県が独自に策定したGAP
のこと。GAPは「Good Agricultural 
Practice」の略で、直訳すると
「良い農業のやり方」。農業に関す
る法律や規則、モラルを守ること
により、食品安全、労働安全、環
境保全それぞれに配慮した持続的
な農業経営をすることを意味して
いる。

※10　国際水準GAPガイドライン
　　�　農林水産省が策定した、国際的
に求められるGAPの取り組み事
項を、「食品安全・環境保全・労
働安全・人権保護・農場経営管
理」の5分野に分け、根拠および
参考となる法令・通知等と共に提
示しているガイドラインのこと。

※11　スライド条項
　　�　スライド制度は、埼玉県建設工
事標準請負契約約款第26条（いわ
ゆるスライド条項）に規定された
制度。工事の契約締結後に賃金水
準や物価水準が変動し、その変動
額が一定程度を超えた場合に請負
代金額の変更を請求できる。

※12　経営安定資金
　　�　中小企業の経営安定や再生に向
けた融資制度のこと。新たに原
油・原材料価格高騰の影響を受け
ている中小企業を対象とし、最近
1か月の売上総利益率または営業
利益率が、過去2年のうちいずれ
かの同月に比べて5％減少してい
る事業者が対象となる。

用 語 解 説

認
知
症
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
尊
厳
と
希
望
を
持
ち
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
は

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど
連

携
し
た
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
体
制
強
化
と
認
知
症
対
策
を

一
体
と
し
た
体
制
づ
く
り
を
急
ぐ

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
認
知
症
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
の
基
盤
を
全

市
町
村
で
整
え
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
買
い
物
や
通
院
な
ど
生
活
支

援
や
社
会
生
活
支
援
も
重
要
。
認

知
症
の
方
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
支
援
に
つ
な
げ
る
「
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
」
構
築
を
全
市
町
村
で

推
進
す
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

福祉

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左のQRコードからアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください!!

県議会マスコット「ポッポ」
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（
改
革
）（
改
革
）（
改
革
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
収
入
が
減
少
す
る
多
子
世

帯
の
た
め
に
、
そ
の
補ほ

て
ん填

や
貯
金
に
使
え

る
よ
う
、
現
金
給
付
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
現
金
給
付
と
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
給
付
に
要
す
る
事
務
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
、
削
減
分
を
給
付
額
に
上
乗

せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
特
に
財
政
力
の
低

い
市
町
村
に
は
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
た

め
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
よ
り
多
く

の
市
町
村
に
当
該
補
助
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
財
政
力
の
低
い
団
体

に
対
し
、
手
厚
い
支
援
と
な
る
よ
う
制
度

設
計
を
行
っ
た
。

令
和
２
年
度
の
普
通
交
付
税
不
交

付
団
体
と
交
付
団
体
で
補
助
率
が

異
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

係
る
助
成
に
お
い
て
、
普
通
交
付
税
の
交

付
状
況
で
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

秋
山
　
も
え（
共
産
党
）

八
子
　
朋
弘（
県
民
）

逢
澤
圭
一
郎（
自
民
）

江
原
久
美
子（
県
民
）

並
木
　
正
年（
県
民
）

宮
﨑
　
吾
一（
自
民
）

木
下
　
博
信（
自
民
）

美
田
　
宗
亮（
自
民
）

吉
良
　
英
敏（
自
民
）

安
藤
　
友
貴（
公
明
）

辻
　
　
浩
司（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山
根
　
史
子（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

井
上
　
　
航（
県
民
）

横
川
　
雅
也（
自
民
）

内
沼
　
博
史（
自
民
）

岡
田
　
静
佳（
自
民
）

細
田
　
善
則（
自
民
）

永
瀬
　
秀
樹（
自
民
）

権
守
　
幸
男（
公
明
）

萩
原
　
一
寿（
公
明
）

水
村
　
篤
弘（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

村
岡
　
正
嗣（
共
産
党
）

鈴
木
　
正
人（
県
民
）

白
土
　
幸
仁（
自
民
）

小
川
真
一
郎（
自
民
）

武
内
　
政
文（
自
民
）

須
賀
　
敬
史（
自
民
）

中
屋
敷
慎
一（
自
民
）

宮
崎
栄
治
郎（
自
民
）

こ
れ
ま
で
基
金
残
高
に
つ
い
て

は
、
７
０
０
億
円
程
度
が
復
元
す

べ
き
数
値
目
標
で
あ
る
と
の
議
論
が
な
さ

れ
て
き
た
。
現
状
に
お
い
て
も
、
こ
の
水

準
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
に
変
わ

り
は
な
い
か
。

こ
こ
数
年
の
基
金
の
取
り
崩
し

は
、
お
よ
そ
５
０
０
億
円
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
今
回
、
７
３
０
億
円
を

取
り
崩
し
て
い
る
。
こ
れ
は
令
和
３
年
度

の
税
収
が
好
調
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
交

付
税
を
も
ら
い
過
ぎ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
制
度
上
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
３
年

間
で
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

精
算
に
単
年
度
で
１
８
５
億
円
程
度
必
要

で
あ
り
、
こ
の
精
算
額
を
差
し
引
く
と
５

０
０
億
円
程
度
の
取
り
崩
し
と
な
る
。
今

後
は
、
財
政
に
余
裕
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
数
値
目
標
と
し
て
き
た
７

０
０
億
円
で
は
な
く
、
こ
こ
数
年
取
り
崩

し
て
き
た
５
０
０
億
円
の
２
年
分
と
な
る

１
０
０
０
億
円
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

国
の
処
遇
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
こ
の
事
業
で

は
近
隣
都
県
と
の
賃
金
格
差
は
解
消
さ
れ

な
い
。
東
京
都
や
千
葉
県
の
よ
う
に
、
保

育
士
の
給
与
水
準
改
善
の
た
め
、
県
単
独

の
処
遇
改
善
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
た
の

か
。 Ｑ

県
単
独
の
処
遇
改
善
の
要
望
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
近
隣

都
県
と
の
賃
金
格
差
が
統
計
上
に
も
表
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
本
質
的

な
問
題
は
、
国
の
定
め
る
公
定
価
格
が
非

常
に
不
合
理
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

解
決
を
国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

財
源
調
整
の
た
め
の
基
金
の
残
高
に

つ
い
て

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー・シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
※
１
）に
取
り
組
む
市
町
村

へ
の
事
業
化
検
討
補
助
お
よ
び
事
業

推
進
補
助
に
つ
い
て

多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

（
※
２
）に
つ
い
て

保
育
士
の
確
保
と
定
着
に
つ
い
て

多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業
の

目
的
と
し
て
、
経
済
的
支
援
の
ほ

か
に
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
育
成
や
県

全
体
で
多
子
世
帯
を
応
援
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
る
。
現
金

給
付
と
し
た
場
合
は
、
貯
金
や
子
育
て
以

外
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
子

育
て
支
援
の
た
め
に
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
で
の
給
付
が
最
善
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
に

対
し
て
実
態
を
示
し
、
児
童
手
当
や
児
童

扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い
。

予算特別委員会は32人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査す
るために設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査し
た後、総括質疑では10人の委員が質疑に立ちました。

各委員の質疑に対し、一問一答の形で知事をはじめ執行部から答弁があり
ました。

令和4年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が3月9
日、10日、11日、14日、15日の5日間にわたり行われ、17日には
総括質疑が、22日には討論・採決が行われました。審査の結果21
件を原案の通り可決すべきものと決定しました。
なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応
を求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

※１　埼玉版スーパー・シティプロジェクト ※２　多子世帯応援クーポン事業
超少子高齢社会のさまざまな課題に対応するため、「コンパクト」「スマート」「レジ

リエント」の3つを要素とする持続可能なまちづくりに市町村とともに取り組むプロジ
ェクト。

多子世帯の育児に係る負担を軽減するため、第3子以降が生まれた世帯に子育て支
援サービスなどに利用できるチケット（3キュー子育てチケット）を配布する事業。

用 語
解 説

予算特別委員会

部
局
別
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
名
簿

（
令
和
４
年
３
月
25
日
現
在
）　

委員長
本木　
（自民）

副委員長
田並　尚明

（民主フォーラム）

副委員長
神尾　髙善
（自民）

Ａ
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●�新型コロナウイルス感染症対策
●県証紙制度の廃止
●幼稚園教諭の処遇改善

次の事業などについては、それぞれ懸念があるため、必要性や執行方法について十分検討
し、適切に対応するよう求めました。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
想
定
し
、
専
門
家
の
知
見
も

取
り
入
れ
て
、
接
触
感
染
や
飛
沫
感
染
等

の
徹
底
し
た
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
今
後
、

収
益
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
民
間
の
劇

場
と
も
競
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
さ
れ

た
、
日
本
一
安
心
・
安
全
な
劇
場
を
目
指

し
て
来
場
者
を
増
や
す
こ
と
が
、
赤
字
体

質
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

令
和
２
年
度
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え

て
基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

令
和
４
年
度
予
算
で
は
、
電
子
申

請
届
出
サ
ー
ビ
ス
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
現
在
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る
中
で
、
決
済
の
選

択
肢
を
整
え
な
が
ら
、
一
斉
に
証
紙
を
廃

止
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

県
の
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

本
格
運
用
時
期
を
令
和
５
年
度
中
と
し
て

お
り
、
同
時
期
に
証
紙
の
廃
止
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
庁
内
検
討

会
議
を
立
ち
上
げ
て
、
証
紙
の
廃
止
に
伴

う
収
納
方
法
の
在
り
方
や
課
題
解
決
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
証
紙
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
。
接
触
感
染
を
減
少
さ
せ
る
仕
様
と
な

っ
て
お
り
、
ホ
ー
ル
内
は
、
換
気
機
能
の

強
化
が
図
ら
れ
る
空
調
シ
ス
テ
ム
に
更
新

す
る
。
改
修
後
は
、
近
藤
良
平
新
芸
術
監

督
の
下
、
芸
術
性
の
高
い
舞
台
作
品
を
快

適
な
ホ
ー
ル
で
鑑
賞
で
き
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

観
光
は
国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い
や
消
費
を

生
み
出
す
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
重
要

な
産
業
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
本
県
に

は
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
伝
統
的
な

観
光
に
と
ど
ま
ら
ず
、
グ
ル
メ
や
ア
ニ
メ

な
ど
、
多
彩
な
魅
力
が
あ
る
。
首
都
圏
の

４
０
０
０
万
人
を
超
え
る
人
口
と
交
通
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
強
み
で

あ
る
。
こ
う
し
た
魅
力
や
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
や
経
済
の
活
性
化
、

県
民
の
満
足
度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

証
紙
の
廃
止
に
つ
い
て

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
の
大
規

模
改
修
に
つ
い
て

その他の主な質疑

●駅ホームの転落防止対策
●税収確保対策
●スポーツ活動の推進
●森林の循環利用促進
●児童虐待防止対策
●産業団地の整備
●がん対策の推進
●通学路の緊急対策
●県営公園の魅力アップ

部局別質疑から

●医師確保対策の推進
●中小企業への支援
●看護職員確保対策
●新型コロナウイルス感染症対策
●認知症施策の推進
●LGBTQへの支援
●ウクライナからの避難民への支援

●学校における働き方改革
●高齢者講習施設庁舎の建設

総括質疑から

Ｑ

補
正
予
算
で
計
上
し
た
繰
越
額
約

78
億
円
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
観

光
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
た
め
の
予
算
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支
援
の
予
算

で
あ
っ
た
。
本
県
に
と
っ
て
観
光
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
。

観
光
振
興
関
連
予
算
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

附帯決議

一般会計予算の概要令和４年度

総
括
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

主
要
施
策
の
構
成

直面する危機からの脱却
●新型コロナウイルス感染症の拡大防止
●�社会全体のDXの推進とウイズコロナ下で
の経済回復・成長

日本一暮らしやすい埼玉に
向けた将来像の実現
●安心・安全の追究
　・災害・危機に強い埼玉の構築
　・県民の暮らしの安心確保
　・介護・医療体制の充実
●誰もが輝く社会
　・子育てに希望が持てる社会の実現
　・未来を創る子供たちの育成
　・人生100年を見据えたシニア活躍の推進
　・誰もが活躍し共に生きる社会の実現
　・支え合い魅力あふれる地域社会の構築
●持続可能な成長
　・未来を見据えた社会基盤の創造
　・豊かな自然と共生する社会の実現
　・稼げる力の向上
　・儲かる農林業の推進

●彩の国さいたま芸術劇場の大規模改修
●観光振興
●多子世帯応援クーポン

●保育士の確保
●コバトン健康マイレージ
●看護職員の確保推進

予算額 2兆2,284億5,900万円

歳入

県税 36.0%

国庫
支出金 15.7%

その他 8.9%

地方
譲与税 5.9%

県債 9.0%

地方
交付税 11.2%

地方消費税
清算金 13.3%

歳出

衛生費 11.2%

公債費 12.7%

民生費 19.1%

教育費 22.1%

土木費 5.5%

総務費 4.1%

商工費 1.8%

農林
水産業費 1.0%

その他 15.8%
198,213,092千円

131,438,000千円

200,128,000千円

249,225,000千円

297,149,000千円 350,505,908千円

801,800,000千円
22,165,820千円

40,515,456千円

91,436,722千円

123,274,851千円

警察費 6.7%
149,588,339千円

351,250,991千円

491,781,175千円

426,397,467千円

282,192,356千円

249,855,823千円
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埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会

地
域
保
健
医
療
計
画
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
項
目
が
新
設
さ
れ
、
体
制
が
整

備
さ
れ
た
。
４
回
目
以
降
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
て
い
る
が
、
再
び

感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
後
、
国
が
４
回
目
の
接
種
方
針
を

決
め
た
際
に
は
確
実
か
つ
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
職
員
定
数
を

増
員
す
る
が
、
収
束
後
は
減
ら
す
の

か
。
ま
た
他
部
署
で
は
、
必
要
な
職

員
数
と
定
数
の
乖か

い

り離
は
な
い
か
。

収
束
後
の
平
時
対
応
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
局
と
協
議
し

業
務
量
に
応
じ
組
織
体
制
を
検
討
す

る
。
定
数
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
行
い
必
要

な
配
分
を
し
て
い
る
。

令
和
３
年
12
月
発
生
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
被

害
に
つ
い
て
、
対
象
農
家
の
損
失
額

を
全
て
賄
え
る
の
か
。
ま
た
、
被
害

の
都
度
補
正
予
算
を
組
ま
ず
に
当
初

予
算
で
多
め
に
積
算
し
て
は
ど
う
か
。

対
象
と
な
っ
た
損
失
は
全
て

補ほ
て
ん填
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

家
畜
伝
染
病
は
収
束
後
で
な
い
と
損

失
額
が
算
定
で
き
な
い
た
め
、
そ
の

都
度
補
正
で
対
応
し
て
い
く
。

現
行
の
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
目
標
達
成
度
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
・
整

理
し
て
い
る
の
か
。

固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
同

感
し
な
い
人
の
割
合
が
目
標

値
の
60
％
を
初
め
て
超
え
る
な
ど
、

意
識
面
で
は
進
ん
で
き
て
い
る
。
一

方
、
審
議
会
に
占
め
る
女
性
の
割
合

な
ど
実
態
面
が
不
十
分
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

拡
大
に
よ
る
観
光
関
連
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
人
の
動
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

増
額
補
正
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
以
降
、
観
光
客
に
対

す
る
割
引
と
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
対

象
を
全
国
か
ら
の
旅
行
者
に
広
げ
る

も
の
で
あ
る
。
確
実
な
事
業
開
始
の

た
め
早
め
に
準
備
に
入
り
た
い
。

石
綿
の
有
無
が
不
明
な
県
所

管
の
68
棟
の
建
物
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
訪
問
が
難
し
い
中
、
郵

送
に
よ
る
連
絡
対
応
は
し
て
い
る
か
。

未
報
告
の
建
物
所
有
者
に
対

し
、
毎
年
、
建
築
安
全
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
訪
問
に
よ
る
働
き
掛

け
を
行
う
。
郵
送
対
応
も
行
う
が
、

理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
案
件
の
た

め
直
接
訪
問
し
て
い
き
た
い
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

学
校
教
育
の
推
進
の
た
め
に

定
数
の
増
員
を
図
る
が
、
ど
の
よ
う

な
業
務
に
対
応
す
る
の
か
。

県
立
学
校
で
は
教
員
が
行
う

事
務
処
理
の
ほ
か
、
日
常
的

な
教
育
活
動
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
予

定
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築

に
向
け
て
増
員
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
の
強
化
を
検
討
す
る
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

伴
い
、
一
定
の
違
反
歴
の
あ

る
75
歳
以
上
の
者
に
対
す
る
運
転
技

能
検
査
が
追
加
さ
れ
る
。
検
査
の
手

続
き
等
の
た
め
に
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
に
行
く
回
数
が
増
え
る
な
ど
高
齢

者
の
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

運
転
技
能
検
査
の
受
検
者
は

高
齢
者
講
習
の
実
車
指
導
が

１
時
間
免
除
と
な
る
。多
く
の
方
は
、

新
た
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。

第6波への対応について審
査

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

特別委員会 常 任 委 員 会

脱炭素社会の実現に向けた
取り組みについて審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

ＱＡ

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

企
画
財
政
委
員
会

ＱＡ

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

総
務
県
民
生
活
委
員
会

ＱＡ

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
体
制
強

化
事
業
に
つ
い
て

環
境
農
林
委
員
会

ＱＡ

産
業
労
働
企
業
委
員
会

ＱＡ

県
土
都
市
整
備
委
員
会

ＱＡ

文
教
委
員
会

ＱＡ

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

ＱＡ

行財政・職員の働き方改革
について審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

（公財）埼玉県芸術文化振
興財団、（公財）埼玉県国際交
流協会、（福）埼玉県社会福祉
事業団における改革の取り組
みについて審査

公社事業対策特別委員会

子育て支援、児童虐待防止
対策について審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

先端産業の推進と企業誘致
について審査

経済・雇用対策特別委員会

危機や災害への対応力の向
上について審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

文化の振興について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

石
綿
の
有
無
が
不
明
な
建
物
に

つ
い
て

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

観
光
関
連
事
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に

関
す
る
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

意見書・決議 意見書１０件を可決し、国に提出しました。また、決議3件を全会一致で可決しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

●�死亡ひき逃げ事件における公訴時効撤廃に向けた法整備等を求める意見書
●労働者災害補償保険の給付の迅速化を求める意見書
●在宅医療及び在宅介護従事者の安全確保を求める意見書
●多様な学びの場を提供する施策の充実・強化を求める意見書
●児童養護施設の入所者・退所者に対する支援充実を求める意見書
●乳幼児等に対する公費負担医療制度の創設等を求める意見書
●�学校給食無償化を実施する地方自治体に対する財政支援の強化等を求める意
見書

●介護従事者の処遇改善に関する手続の簡素化等を求める意見書
●�命と生活と事業を守るために原油価格高騰への対処を求める意見書
○�新型コロナウイルス・オミクロン株の感染症法上の位置付けにおいて「五類
感染症」への引下げを含めた柔軟な対応を求める意見書
●ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議
●課題や悩みを抱える児童生徒に対する公教育の充実を求める決議
●�北朝鮮による弾道ミサイル等の発射に重ねて断固抗議し、制裁措置の厳格な
履行等を求める決議

2月10日と定例会中の10日間、会議を開き、本会議を円滑かつ
効率的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方
法や順序などについて会派間の協議を行いました。

2月24日、3月4日・7日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案の審査な
どを行いました。審査の結果、議案61件を原案の通り可決すべきものと決定しまし
た。
3月8日には特別委員会（予算特別委員会を除く。）を開き、付託案件の審査を行い
ました。

委員会リポートreport議会運営委員会
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　会派別所属議員数　令和4年4月20日現在

会派名（略称） 所属議員数
自民 48人
県民 13人

民主フォーラム 9人
公明 9人
共産党 6人
改革 1人
無所属 1人
計 87人

主 要 会 派 か ら　～2月定例会～

令和3年度に公開請求を受け付けた公文書の件
数は、354件でした。そのうちプライバシーに配
慮して氏名や印影など、文書の一部を公開しない
部分公開が306件、該当するものがなかったとの
理由により公開できなかったものが48件でした。

情報公開の結果について
埼玉県議会の令和3年度

埼玉県議会議員補欠
選挙（西第10区 坂戸
市）により、令和４年
１月３１日に新議員が選
出されました。

新議員決まる

小川　直志
（自民）

詳しい放送スケジュールは、
随時ホームページでお伝えい
たします。

進行役
望月麗奈

アナウンサー

「こんにちは県議会です」

放送予定日

議長
インタビュー

副議長
議会運営委員長
インタビュー

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく紹
介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもあります。
ぜひご覧ください！

6月19日

6月26日

日曜日
午前10時
から

県議会広報テレビ番組

２
月
定
例
会
で
は
、
私
が
代
表
質
問
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
知
事
の
政
治
姿
勢
、
知
事
公
約
で
あ
る
「
あ
と
数
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
捗
状
況
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
知
事
を
た

だ
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
は
じ
め
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
振
興
、
医
療
・
福

祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
部
局

別
質
疑
で
踏
み
込
ん
だ
審
査
を
し
た
上
、
総
括
質
疑
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
知
事
の
方
針
を
た
だ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

方
、
そ
し
て
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、「
埼
玉
県
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
条
例
」
を
わ
が
団
と

し
て
提
案
し
、
他
会
派
の
賛
同
も
得
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
県
議
会
最
大
会
派
と
し
て
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
埼
玉
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。代

表
質
問
で
は
、
私
が
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
齢
者
介
護
・
医
療
体

制
や
、
自
殺
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て
大
野
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
で
は
並
木
正
年
議
員
が
、
災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
対
策
や

医
療
圏
に
お
け
る
偏
在
の
解
消
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
松
坂
喜
浩
議

員
は
、
発
達
障
害
児
（
者
）
へ
の
支
援
、
乳
幼
児
医
療
費
支
給
範
囲
の
拡

大
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
わ
が
会
派
か
ら
５
人
が
臨
み
、
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
会
派
の
重
点
施
策
で
あ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
」「
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
公
教
育
の
推
進
」
等
が

い
か
に
実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
視
点
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
我
々
が
会
派
を
挙
げ
て
取
り
組
む
「
公
立
学
校
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
充
実
」
に
関
す
る
質

問
に
は
、
大
野
知
事
か
ら
前
向
き
な
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
政
策
や
議
会
改
革
実
現
の
た
め
、
県
民
の
声
に
真し

ん
し摯

に
耳
を

傾
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
月
定
例
会
で
は
、
私
が
代
表
質
問
に
立
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県

の
財
政
や
事
業
者
支
援
、
子
供
の
貧
困
問
題
や
孤
立
対
策
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
を
大
野
知
事
に
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
わ
が
会
派
か
ら
は
髙
木
真
理
議
員
が
登
壇
し
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
拡
充
を
は
じ
め
６
項
目
の
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
不
肖
、
私
、
田
並
尚
明
が
副
委
員
長
に
就
任

し
、
委
員
と
し
て
水
村
篤
弘
議
員
、
山
根
史
子
議
員
、
辻
浩
司
議
員
が
質

問
に
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
は
じ
め
、
県
民
の
皆
さ
ま
や

各
種
団
体
か
ら
頂
い
た
要
望
を
基
に
、
各
部
局
別
に
質
問
や
提
案
を
行

い
、
執
行
部
か
ら
は
前
向
き
な
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

３
月
21
日
を
も
っ
て
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
変
容
し
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
は
ま
だ
ま

だ
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
世

界
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
県
内
経
済
の
回
復
に
も
心
配
が
残
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
取
り
戻
す
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
に
真し
ん
し摯

に
耳
を
傾
け
、
会
派
一
丸
と
な
り
働

い
て
ま
い
り
ま
す
。

本
定
例
会
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
党
を
代
表
し
て
村
岡
正
嗣
議

員
、
秋
山
も
え
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

秋
山
も
え
議
員
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
へ
の
医
療
や
住
居
な
ど
の

支
援
、
県
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
入
院
す
べ
き
方
が

入
院
で
き
る
よ
う
基
準
を
見
直
す
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た

教
員
の
未
配
置
・
未
補
充
の
解
決
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
村

岡
議
員
は
県
内
に
住
む
外
国
人
へ
の
医
療
が
十
分
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
外
国
人
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
県
学
力
状
況
調
査
の
継
続
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
な
ど
の
問

題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
負

担
の
撤
廃
や
、
重
度
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
県
単
補
助
創

設
な
ど
、
わ
が
党
の
要
望
し
て
き
た
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

県
民
に
寄
り
添
っ
た
県
政
を
進
め
る
観
点
か
ら
当
初
予
算
に
つ
い
て

賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
届
け
る
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

団
長
　
小
島
　
信
昭

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

代
表
　
岡
　
重
夫

無
所
属
県
民
会
議

代
表
　
田
並
　
尚
明

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
月
定
例
会
は
代
表
質
問
に
私
が
、
一
般
質
問
に
塩
野
正
行
議
員
が
登

壇
し
ま
し
た
。
私
は
現
代
社
会
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
人
類
は
破
局
を
迎
え

か
ね
な
い
と
の
時
代
認
識
か
ら
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
を
強
く
求
め
ま
し

た
。塩

野
議
員
は
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
を
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
原
油
・
原
材
料
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
県
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
に
は
安
藤
友
貴
、
萩
原
一
寿
、
権
守
幸
男
の
3
議
員

が
、
認
知
症
対
策
の
推
進
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
作
業
学
習
の
内
容
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
外
国
人
施
策
、
災
害
時
の
情
報
収

集
強
化
、
特
殊
詐
欺
対
策
な
ど
を
取
り
上
げ
、
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
議
論
を
経
た
上
で
、
新
年
度
予
算
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
Ｄ
Ｘ
な
ど
喫
緊

の
課
題
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
わ
が
党
が
要
望
し
て
き
た
課
題
に
も

丁
寧
な
対
応
が
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
、
賛
成
を
い
た
し
ま
し
た
。
特

に
、
わ
が
党
が
提
案
し
た
社
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
中
小
企
業
へ

の
補
助
制
度
を
新
設
し
た
点
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
す
。

団
長
　
西
山
　
淳
次

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

団
長
　
柳
下
　
礼
子

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団
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令和4年（2022年）4月30日（土）　埼玉県議会だよりNo．169

この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。

再生紙を使用しています。

　はがきに右記のようにご記入の上、6月2日（木）
（当日消印有効）までにお送りください。正解者の
中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代え
させていただきます。対象は、埼玉県内に在住・在
勤・在学している方のみとなります。

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、抽選とプレゼントの発送以外の目的には使用いたしません。

１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４.�通勤・通学先の市町
村名（県外にお住ま
いの方のみ）

５.氏名・年齢
６.�埼玉県議会だよりに
関するご意見

県議会ホーム
ページからも
ご応募いただ
けます。 ▶

330-930163
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

〇〇〇に当てはまる言葉は何でしょう。Ｑ県議会クイズ

図書カード
１，０００円分
…20名様

埼玉県議会　 検索プレゼント

埼玉県議会の公式Twitterアカウントが、令和4年2月から
運用開始しました。
最新の定例会情報はもちろん、県議会で開催する楽しい�
イベント情報なども随時お知らせしていきます。
時には、県議会マスコットのポッポも、何やらつぶやくかもしれません。
ぜひフォローしてチェックしてみてください！

県議会公式Twitterを開設しました！

@saitamakengikai で検索！

「埼玉県ひきこもり支援に関する条例」を可決

基本理念 県の責務

ひきこもり状態にある方とその家族はさまざまな不安を抱えています
が、身近に支援を受けることのできる場所がなく孤立しているケースが
多くなっています。この不安に付け込んだ悪質業者によるトラブルも各
地で確認されています。ひきこもり支援は、「本人の意思」を十分に尊
重し、本人とその家族が孤立しないよう身近に安心して支援を受けられ
る環境を整備することが必要です。

そこで、ひきこもり支援に関し、基本理念を定め、県の責務および民
間支援団体等の役割を明らかにするとともに、民間支援団体等による支
援を推進するために必要な事項を定めることなどにより、安心して支援
を受けられる社会を実現するため、本条例が議員提出され、全会一致で
可決されました。

●�ひきこもり状態にある者の意思を尊重して支
援する　など

●�ひきこもり支援に関する施策の総合的な実施
など

民間支援団体などの役割
●�基本理念にのっとり、県および市町村と連携
し、ひきこもり状態にある者とその家族に対
する支援を行うよう努める

主要な施策など
●民間支援団体などによる支援の推進
●体制の整備
●財政上の措置 （施行：令和4年3月29日）

県議会公式Ｔｗｉｔｔｅｒでは、
県議会マスコットの「○○○」
もツイートします！

委員会名 正副委員長 委員

議会運営委員会 定数 17
◎ 白土　幸仁（自民）深谷　顕史（ 公 明 ）八子　朋弘（ 県 民 ）宇田川幸夫（ 自 民 ）山根　史子（民主フォーラム）井上　　航（ 県 民 ）
○ 横川　雅也（自民）立石　泰広（ 自 民 ）権守　幸男（ 公 明 ）秋山　文和（ 共 産 党 ）須賀　敬史（ 自 民 ）梅澤　佳一（ 自 民 ）
○ 松坂　喜浩（県民）田村　琢実（ 自 民 ）本木　　 （ 自 民 ）小谷野五雄（ 自 民 ）木村　勇夫（民主フォーラム）

常任委員会

企画財政委員会 定数 12 ◎ 藤井　健志（自民）八子　朋弘（ 県 民 ）白根　大輔（民主フォーラム）関根　信明（ 自 民 ）宇田川幸夫（ 自 民 ）井上　　航（ 県 民 ）
欠員 １ ○ 逢澤圭一郎（自民）萩原　一寿（ 公 明 ）齊藤　邦明（ 自 民 ）田村　琢実（ 自 民 ）長峰　宏芳（ 自 民 ）

総務県民生活委員会 定数 12 ◎ 松澤　　正（自民）岡村ゆり子（ 県 民 ）浅井　　明（ 自 民 ）辻　　浩司（民主フォーラム）岡　　重夫（ 県 民 ）立石　泰広（ 自 民 ）
欠員 １ ○ 髙木　功介（自民）新井　一徳（ 自 民 ）梅澤　佳一（ 自 民 ）柳下　礼子（ 共 産 党 ）石渡　　豊（ 公 明 ）

環境農林委員会 定数 11 ◎ 木下　博信（自民）小川　直志（ 自 民 ）柿沼　貴志（ 県 民 ）村岡　正嗣（ 共 産 党 ）岡地　　優（ 自 民 ）小川真一郎（ 自 民 ）
欠員 １ ○ 深谷　顕史（公明）神尾　髙善（ 自 民 ）小島　信昭（ 自 民 ）木村　勇夫（民主フォーラム）

福祉保健医療委員会 定数 12 ◎ 細田　善則（自民）金野　桃子（ 県 民 ）守屋　裕子（ 共 産 党 ）並木　正年（ 県 民 ）永瀬　秀樹（ 自 民 ）小久保憲一（ 自 民 ）
○ 高橋　稔裕（自民）塩野　正行（ 公 明 ）諸井　真英（ 自 民 ）小谷野五雄（ 自 民 ）西山　淳次（ 公 明 ）田並　尚明（民主フォーラム）

産業労働企業委員会 定数 12 ◎ 岡田　静佳（自民）秋山　もえ（ 共 産 党 ）平松　大佑（ 県 民 ）山根　史子（民主フォーラム）石川　忠義（ 県 民 ）権守　幸男（ 公 明 ）
欠員 2 ○ 宮﨑　吾一（自民）荒木　裕介（ 自 民 ）横川　雅也（ 自 民 ）齊藤　正明（ 自 民 ）     

県土都市整備委員会 定数 12
◎ 飯塚　俊彦（自民）杉田　茂実（ 自 民 ）中川　　浩（ 改 革 ）渡辺　　大（ 自 民 ）町田　皇介（民主フォーラム）浅野目義英（ 無 所 属 ）
○ 安藤　友貴（公明）醍醐　　清（ 県 民 ）武内　政文（ 自 民 ）髙木　真理（民主フォーラム）高橋　政雄（ 自 民 ）宮崎栄治郎（ 自 民 ）

文教委員会 定数 11 ◎ 吉良　英敏（自民）江原久美子（ 県 民 ）内沼　博史（ 自 民 ）新井　　豪（ 自 民 ）秋山　文和（ 共 産 党 ）鈴木　正人（ 県 民 ）
○ 阿左美健司（自民）須賀　敬史（ 自 民 ）蒲生　徳明（ 公 明 ）山本　正乃（民主フォーラム）中屋敷慎一（ 自 民 ）

警察危機管理防災委員会 定数 11 ◎ 美田　宗亮（自民）千葉　達也（ 自 民 ）松井　　弘（ 自 民 ）松坂　喜浩（ 県 民 ）前原かづえ（ 共 産 党 ）日下部伸三（ 自 民 ）
欠員 １ ○ 橋詰　昌児（公明）水村　篤弘（民主フォーラム）白土　幸仁（ 自 民 ）本木　　 （ 自 民 ）

特別委員会

自然再生・循環社会対策
特別委員会

定数 13 ◎ 岡地　　優（自民）岡村ゆり子（ 県 民 ）髙木　功介（ 自 民 ）守屋　裕子（ 共 産 党 ）吉良　英敏（ 自 民 ）安藤　友貴（ 公 明 ）
欠員 2 ○ 宇田川幸夫（自民）石川　忠義（ 県 民 ）水村　篤弘（民主フォーラム）神尾　髙善（ 自 民 ）小谷野五雄（ 自 民 ）   

地方創生 ･行財政改革
特別委員会 定数 13

◎
○
小久保憲一
永瀬　秀樹

（自民）
（自民）

高橋　稔裕（ 自 民 ）橋詰　昌児（ 公 明 ）白根　大輔（民主フォーラム）松坂　喜浩（ 県 民 ）美田　宗亮（ 自 民 ）
井上　　航（ 県 民 ）白土　幸仁（ 自 民 ）髙木　真理（民主フォーラム）柳下　礼子（ 共 産 党 ）田村　琢実（ 自 民 ）
齊藤　正明（ 自 民 ）

公社事業対策特別委員会 定数 13 ◎ 新井　一徳（自民）八子　朋弘（ 県 民 ）松井　　弘（ 自 民 ）浅野目義英（ 無 所 属 ）飯塚　俊彦（ 自 民 ）秋山　文和（ 共 産 党 ）
欠員 １ ○ 内沼　博史（自民）須賀　敬史（ 自 民 ）塩野　正行（ 公 明 ）高橋　政雄（ 自 民 ）小島　信昭（ 自 民 ）木村　勇夫（民主フォーラム）

少子 ･高齢福祉社会対策
特別委員会 定数 13

◎
○
齊藤　邦明
岡田　静佳

（自民）
（自民）

金野　桃子（ 県 民 ）阿左美健司（ 自 民 ）千葉　達也（ 自 民 ）町田　皇介（民主フォーラム）辻　　浩司（民主フォーラム）
前原かづえ（ 共 産 党 ）岡　　重夫（ 県 民 ）新井　　豪（ 自 民 ）萩原　一寿（ 公 明 ）蒲生　徳明（ 公 明 ）
長峰　宏芳（ 自 民 ）

経済・雇用対策
特別委員会

定数 13 ◎ 荒木　裕介（自民）杉田　茂実（ 自 民 ）平松　大佑（ 県 民 ）渡辺　　大（ 自 民 ）松澤　　正（ 自 民 ）山根　史子（民主フォーラム）
欠員 １ ○ 横川　雅也（自民）村岡　正嗣（ 共 産 党 ）鈴木　正人（ 県 民 ）梅澤　佳一（ 自 民 ）本木　　 （ 自 民 ）石渡　　豊（ 公 明 ）

危機管理・大規模災害
対策特別委員会

定数 13 ◎ 日下部伸三（自民）小川　直志（ 自 民 ）秋山　もえ（ 共 産 党 ）柿沼　貴志（ 県 民 ）逢澤圭一郎（ 自 民 ）宮﨑　吾一（ 自 民 ）
欠員 １ ○ 権守　幸男（公明）藤井　健志（ 自 民 ）浅井　　明（ 自 民 ）醍醐　　清（ 県 民 ）山本　正乃（民主フォーラム）西山　淳次（ 公 明 ）

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

定数 13 ◎ 立石　泰広（自民）深谷　顕史（ 公 明 ）中川　　浩（ 改 革 ）江原久美子（ 県 民 ）並木　正年（ 県 民 ）関根　信明（ 自 民 ）
欠員 １ ○ 細田　善則（自民）木下　博信（ 自 民 ）小川真一郎（ 自 民 ）諸井　真英（ 自 民 ）宮崎栄治郎（ 自 民 ）田並　尚明 （民主フォーラム）

新型コロナウイルス
感染症対策特別委員会 定数 １8

◎
○
小島　信昭
本木　　

（自民）
（自民）

岡村ゆり子（ 県 民 ）秋山　もえ（ 共 産 党 ）柿沼　貴志（ 県 民 ）千葉　達也（ 自 民 ）橋詰　昌児（ 公 明 ）
町田　皇介（民主フォーラム）松坂　喜浩（ 県 民 ）宇田川幸夫（ 自 民 ）山根　史子（民主フォーラム）岡田　静佳（ 自 民 ）
細田　善則（ 自 民 ）小久保憲一（ 自 民 ）権守　幸男（ 公 明 ）須賀　敬史（ 自 民 ）新井　一徳（ 自 民 ）
田村　琢実（ 自 民 ）

図書室委員会 定数 14
◎
○
永瀬　秀樹
吉良　英敏

（自民）
（自民）

岡村ゆり子（ 県 民 ）深谷　顕史（ 公 明 ）柿沼　貴志（ 県 民 ）千葉　達也（ 自 民 ）渡辺　　大（ 自 民 ）
安藤　友貴（ 公 明 ）水村　篤弘（民主フォーラム）岡地　　優（ 自 民 ）新井　一徳（ 自 民 ）柳下　礼子（ 共 産 党 ）
諸井　真英（ 自 民 ）小島　信昭（ 自 民 ）

※◎は委員長、〇は副委員長です。　　　令和4年4月20日現在新たな委員会構成
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